






















て約 50％、専修大学を加えると 18歳人口の約 70％が教育機関に在籍して
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３．大学体育の位置付けおよび体育・スポーツ科目のコンセプト
2001年と 2002年に、日本体育学会体育原理専門分科会 30はシンポジウ




















































































科目名 単位数 形態 履修学年 種目数





スポーツ実技 １ 実技 １～２年 ４































1週 2 touch & grounder (zone)
2 touch & 
grounder (zone)
2 touch & 
grounder (zone)
2 touch & 
grounder (zone)
2週





2 touch & ground-
er (zone), CK=GK
2 touch & 
grounder (zone)
2 touch & 
grounder (zone)
3週




3 touch & grounder 
(zone), GK=not 
grounder
2 touch & grounder 
(zone),  CKあり
2 touch & grounder
 (zone)
4週
3 touch & grounder 
(goal), 1 libero, 
パスを意識
3 touch & grounder 
(zone), 1 libero, 
GK=not grounder
Free touch &






5週 Half court, double goal
3 touch & 
grounder(zone), 
1 libero, Half line, 
自陣 =not grounder
2 touch(zone), 
 Half Line 前週と同じ
6週 All court, 3 touch, 2 libero Free touch(goal)
2 touch(zone),  Half 
Line
Free touch, Half 
court (goal)
7週 Official rules Official rules 2 touch, all court, (goal) Official rules
8週 Official rules Official rules Official rules Official rules
9週 Official rules Official rules Official rules Official rules










































キックベース ソ フ ト バ レ ー
ボール
ドッジビー






3 on 3 バスケ ホッケー インディアカ、
ボール鬼
































































































































































２時限目 実技 実技 実技 実技 交流試合 12：15-13：30
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ドの高さを垣間見た。ワールドカップ主催として有名な FIFAは、実は























「岡崎選手が９分でゴールを決めた」Okazaki got [scored, won] a goal at 
the ninth minute.
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「日本はワールドカップ本戦への出場を決めた」Japan reached [advanced 
to, moved into] the finals.
「長谷部選手はレッドカードを食らった」Hasebe got the red card. The 
red card was held up against Hasebe.
（岡田監督退場についてのコメント）「こんなレフェリーもいるんだな」
What a referee we had.
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36 森田啓、林容市、引原有輝、谷合哲行「教養教育としての大学体育：サッ
カーを事例に」『大学教育学会誌』第 31巻第１号、pp.162-171. 2009.
37 森田啓「教養教育としての大学体育の試み～学生が運営する授業～」『体
育・スポーツ哲学研究』第 29巻第２号、pp.151-164. 2007.
38 森田啓、林容市、谷合哲行「スノーボードを用いた教養教育」『大学教育
学会誌』第 29巻第２号、pp.145-150. 2007.この論文は、（社）全国大学
体育連合「平成 19年度大学体育奨励賞」を受賞した。
39 中央教育審議会（2002）、「新しい時代における教養教育の在り方につい
て（答申）」
40 スポーツ・サイエンスには人文・社会科学、自然科学と多くの領域が含
まれるため、この授業の講義は体育以外の教員にお願いしたが、体育の
教員が他の専門領域の講義内容を担当することも可能である。
41 中央教育審議会（2002）、「新しい時代における教養教育の在り方につい
て（答申）」
42 集中スポーツ科学（フラッグフットボール）の講義（外国語）は、本学
教育センター英語教室の三村尚央先生にご担当いただいた。
43 受講生は全部で 50名いたが、レポートは最も興味・関心のあった講義に
ついて記載する形式をとった。講義（外国語）についてレポートを提出
したのは８名であった。
44 林容市、森田啓「工学系の専門教育を考慮した体育・スポーツ関連授業
が健康度・生活習慣への意識に及ぼす影響」『大学教育学会誌』第 30巻
第２号、pp.120-128. 2008.
45 鈴木康史、前掲書、pp.102-105.
46 これまでに体育教員が担当したテーマは、「投動作指導への動作分析の適
用に関する研究」「動作解析を用いた認知が一輪車技能向上に及ぼす影響
に関する研究」「恐怖心と運動の変化に関する研究」など、人文社会自然
科学の多岐にわたる。
47 このことは体育に限らず、教養教育（科目）すべてに該当する。「人文」
「社会」「自然」「言語」等の領域や科目が必要なわけではない。教養教育、
大学教育に役に立つかが問われていると考える。
48 本学では、専任８名（その他に特任教員３名）に対して非常勤教員は 40
名を数える。また、学生が空いている時間に自主的に高校までの内容を
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復習するために「学習支援センター」を開設しているが、そこでアドバ
イザーを担当しているのは大手予備校である。また高校までの内容を復
習するリメディアル教育（数学、物理、化学）を担当しているのも同じ
予備校である。外国語もリメディアル教育あるいはツール・スキルを位
置付けるのであれば、アウトソーシングされてしまう危険を感じる。
49 本学でも TOEICで一定の得点をとれば単位認定をしている。
50 これらは結果として体育の授業で達成されることが好ましい。しかしあ
くまで結果としてであり、それを目標とするのであれば、アウトソーシ
ングした方がよいだろう。
